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はじめに: 

この度は Gemini PS-121Xをお買い上げ頂き誠に有難うございます。 

本商品は最先端技術を特徴としており、クロスフェーダー以外は１年保証と 

なっております。クロスフェーダーは別途９０日間の保証となっております。 

ご使用前に取扱説明書を良くお読み下さいますようお願い申し上げます。 

 

特長: 

- 6.5" 2 Stereo Channel Mixer 

- 2 line, 2 photo, RCA inputs 

- Master RCA output 

- Microphone Input 

- Grand screw for easy connectivity 

FACE: 

- Removable face plate for user replaceable cross fader 

- 2 band rotary line EQ with cut feature & rotary gain channel control 

- Rotary cue volume and Master volume control 

FRONT 

-1/4’’ headphone output 

 

安全にお使いいただくために: 

1. ご使用の前にこの取扱説明書を良くお読み下さい。 

2. 感電の恐れがございますので、絶対に本体を開けないで下さい。 

故障等の際にはお買い上げ頂いたお店か代理店までご相談下さい。 

3. 本体を直射日光に当てたり、ストーブ等の火の近くに置かないで下さい。 

4. お手入れの際には、固く絞った雑巾で拭いて下さい。洗剤や溶液は使用 

しないで下さい。 

5. 引越し等の際には損傷を防ぐため、なるべくお買い上げ頂いた時に入っ

ていた箱に入れて運んで下さい。 

6. 本体を雨に濡らしたり、湿気の多い場所に置かないで下さい。 

7. つまみやスイッチにはスプレーをかけたり注油したりしないで下さい。 

 

接続のしかた: 

1. 電源アダプターをリアパネルのPOWER CORD(1)ジャックに差し込みます。 

2. リアパネルにある出力端子MASTER RCA OUTPUT(2): メインアンプに接続

します。RCAプラグのついたオーディオケーブルをご使用下さい。 

3. フロントパネルにある入力端子HEADPHONE JACK(5): ヘッドフォンを接

続します。 

4. リアパネルにある入力端子MICROPHONE JACK(3): マイクを接続します。 

 

PS-121Xにはリアパネル上にPHONO2,LINE2系統のRCA INPUTS(7)があります。

演奏機器を希望のチャンネルのRCAジャックへ接続し、PHONO又はLINEを選択

します。 

 

（注意） 

ターンテーブルを使用する際にはハム音防止の為、グラウンドケーブルをリ

アパネルのGROUNDING SCREWS(9)に接続してアースをとって下さい。REAR 

PANEL MICROPHONE JACK(6)上に位置しているGROUND THUMB SCREWへそれぞれ

のPHONOグラウンドケーブルを取り付けて下さい。 

 

使い方: 

1. POWER ON: 後部パネルへの接続が全て終わりましたら、POWER CODE(1)

へプラグを差し込みミキサーの電源を入れます。 

2. CHANNEL 1: LN SWITCH(6)を使って、PH1又はLN1のどちらのプログラムを

有効にするか設定します。設定が終わったらCH1 SLIDE CONTROL(15)フェー

ダーをゆっくりと上げて適正なレベルにします。さらにCH1の

GAIN(8),HIGH(9),LOW(10)を使って音節を調節します。 

3. CHANNEL 2: LN SWITCH(6)を使って、PH2又はLN2のどちらのプログラムを

有効にするか設定します。設定が終わったら、CH2 SLIDE CONTROL(15)フェ

ーダーをゆっくりと上げて適正なレベルにします。さらにCH2の

GAIN(8),HIGH(9),LOW(10)を使って音質を調節します。 

 

注）ROTARY GAIN(8)コントロールを最小にセットして始めて下さい。（反時

計回りに回転させて下さい。）CHANNEL SLIDE CONTROLとMASTER (11) VOLUME 

ROTARY CONTROLSを使って全て調節して下さい。これにより超過シグナルを

防ぎ、音の歪みを減らすことができます。音を調節されてからOUTPUTレベル

を更に上げたい時は、必要に応じてROTARY GAIN CONTROLを調整して下さい。 

                       

                       

5.HEAD-PHONE(5)JACKにヘッドフォンを接続することで全てのチャン

ネル又は特定のチャンネルをモニターすることができます。CUE音の

ボリュームはCUE VOLUME CONTROL(13)で変更できます。フロントパネ

ルに位置するCUE 1/2 ROTARY CONTROL(14)を反時計回りに回すことに

よってモニターしたいチャンネルを選ぶことができます。 

6.CROSS FADER SECTION：右に動かすことによりCH1からCH2へ又はCH2

からCH1へミキシングする音源をスムーズに移行できます。なお、

CROSS FADER(16)は取替えが可能です。 

取替え用クロスフェーダー 

RG-45(RAIL GLIDE)DUAL-RAIL CROSS FADER.RAIL GLIDE CROSS FADER

はステンレススチールレール内蔵で端から端までスムーズな動きを

実現します。（標準装備） 

RG-45(PROGLIDE)DUAL-RAIL CROSS FADER.はスクラッチに適したカー

ブ特性を持ったクロスフェーダーです。 

 

 

クロスフェーダーの取り替え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ミキサーの下半分上の外側のフェイスプレートをねじで外して下

さい。フェーダーキャップとフェイスプレートを外して下さい。

フェーダープレートの外側のねじBを外します。決して内側のね

じCには触らないで下さい。 

２．注意して古いクロスフェーダーを外し、ケーブルDを抜きます。 

３．新しいクロスフェーダーをケーブルDにつなぎ、ミキサーの中へ

戻します。 

４．フェーダープレートとクロスフェーダーへねじBを締めます。 

５．下半分のフェイスプレートを取り替え、ミキサーへ取り付けて 

下さい。 

 

 

（注）CROSS FADER(16)使用中は強い衝撃を加えないで下さい。クロ

スフェーダーを前後に軽く滑らせて下さい。コントロールつまみを強

く押し付けると曲がったり音がでなくなったりする原因となります。 

 

7. OUTPUT SELECTION CONTROL: MASTER(11)rotary controlで出力の

音を調節することができます。 

8.MIC SECTION: リアパネル上のMIC 1/4’’ 入力端子へマイクを差

し込んで下さい。 

9.ipod又はその他のデジタルメディアプレイヤーを接続する場合は、

同封のipodケーブルを使用します。ヘッドフォンもしくはラインアウ

ト端子へケーブルの1/8’’側を接続する、又はミキサーのラインイ

ンプット端子(7)へRCA側を接続して下さい。 

仕様: 

INPUTS: 

Phono………………………………………………………….3 mV, 47 kOhm 

Line…………………………………………………………150 mV, 27 kOhm 

MIC…………………………………………………1.5mV, 1 KOhm Balanced 

OUTPUTS: 

Max……………………………………………………….20 V Peak to Peak 

GENERAL: 

Frequency Response………………………………20Hz - 20 kHz +/- 2 dB 

Distortion……………………………………………….less than 0.02% 

S/NRatio…………………………………………………better than 80 dB 

HeadphoneImpedance…………………………………………………16 Ohm 

PowerSource………………………………………………100V/50/60Hz 6W  

Dimensions……………………………………………….165 x 84 x 254 mm 

Weight…………………………………………………………………1.2kg 



（注）仕様およびデザインは改良のため予告なく変更 

する場合がございます。 
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